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今年は、園芸福祉ふくおかネ

ットと「片江市民緑地グリーン

メイトの会」との協働企画。 

竹を再利用した「緑のドー

ム」作りは、真夏の暑い日の竹

運搬作業から始まりました。慣

れない竹割り、組み立てなど大

変でしたが楽しい作業でした。

つる性の植物を植え、1カ月間

水やり当番を決めツルが成長

していくのを見守りました。 

イベント当日「ドーム作り体

験コーナー」では参加した親子

たちが熱心に作るほほえまし

い姿も見られました。昨年に続

き「来場者を華やかなハンギン

グバスケットでお迎えしよう」

とハンギング教室を開き、40

個を作りました。各自で管理し

当日持ち寄るというスキルア

ップにもなりました。東日本大

震災被災地支援目的のガーデ

ンチャリティーは、会員が作っ

た花苗や野菜苗、グッズなどを

販売し募金2万円が集まりまし

た。期間中はあいにくの雨で来

場者が少なかったのが残念で

すが、障がい者の方々と一緒に

楽しむ花植え、苔玉講座、ハー

ブティー販売など延べ50人の

会員の力が花開きました。 

山﨑 博子 

 
 
           
 
 

10月に長崎市ハウステンボス

で開催された世界のトップガー

デナーが競う花と緑の祭典「ガー

デニングワールドカップ2011」。 

一般部門・ハンギングバスケット

コンテストに於いて、園芸福祉ふ

くおかネット副代表 黒瀬 恵子

さんが「最優秀賞」に輝きました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

グリッピキャンペーン2011で、

会員の堀内 泰彦さんが「花と緑

のまちづくり地域活動功労者部

門」にて表彰されました。 

「マンション入居者の皆さん

と、仲間作りと憩いの場所をつく

りたいと、敷地内に花壇づくりを

はじめて5年。皆さんのご支援で、

楽しく交流ができるイングリッ

シュガーデンに成りつつありま

す」と受賞の喜びを話す堀内さ

ん。 

東日本大震災から9カ

月。これから厳しい冬を迎

える被災地のみなさんの

ことを思うと「私は何が出

来るの?」。自問自答し自

分の無力さを感じます。放

射能の影響からわが子を

守るために、一家がひとつ

屋根の下に暮らせない現

実。自分の生活のあり方を

問い続けた一年でもあり

ました。 

私たちにできること。

「まちづくり花活動」、小

学校での「花育」、ワーク

ショップ・講演活動などを

通じて「人の輪、花の輪」

を広げましょう。園芸福祉

の種を蒔き続けて行きま

しょう。 

来年はきっといい年に

なりますように!  

代表 山﨑 博子 

 

 

11月の定例作業で園芸福祉の庭（ア

イランドシティ中央公園）子どもの庭

のゴールドクレストに、会員たちの思

いがこもった飾りつけをしました。 

「「「「とどけようとどけようとどけようとどけよう    ♡♡♡♡    緑緑緑緑
みどり

のののの絆絆絆絆
きずな

」」」」ををををテーテーテーテー

ママママにににに「「「「グリッピキャンペーングリッピキャンペーングリッピキャンペーングリッピキャンペーン2011201120112011」」」」

がががが、、、、アイランドシティアイランドシティアイランドシティアイランドシティ中央公園中央公園中央公園中央公園((((福福福福

岡市東区香椎照葉岡市東区香椎照葉岡市東区香椎照葉岡市東区香椎照葉4444))))でででで10101010月月月月29292929・・・・30303030

日日日日にににに開催開催開催開催されましたされましたされましたされました。。。。    
    

■堀内堀内堀内堀内    泰彦泰彦泰彦泰彦さんさんさんさん    

花花花花とととと緑緑緑緑のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり    

「「「「地域活動功労地域活動功労地域活動功労地域活動功労者部門者部門者部門者部門」」」」表彰表彰表彰表彰    

■■■■黒瀬黒瀬黒瀬黒瀬    恵子恵子恵子恵子さんさんさんさん    

ハンギングバスケットハンギングバスケットハンギングバスケットハンギングバスケット    

コンテストコンテストコンテストコンテスト「「「「最優秀賞最優秀賞最優秀賞最優秀賞」」」」受賞受賞受賞受賞    

 
黒瀬さんの作品「秋色の風」 
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11月28日福岡市市民福祉プラザ(ふくふ

くプラザ・福岡市中央区荒戸)で「谷口博隆

理事の講演」その後苔玉講座が行われまし

た。これは福岡市介護実習普及センターが

「心の栄養講座」の一環として今年も主催

したものです。 

毎年この講座は参加者が募集定員オーバ

ーで、キャンセル待ちも出るとのお話を聞

き、新米講師の私に役が務まるかと心配で

した。当日2時、30代～70代の女性30余人が

勢揃いしました。会場に用意されたトレー

には、緑色の美しい苔やこの季節にピッタ

リのシクラメンが入っています。皆さんの

眼がパッチリと開きました。 

「花の土を少し落としてェ、ケト土を丸

く広げて包み込みィ。あ、そーそー、球根

の根元まで巻き上げちゃだめですよォ、さ

あ、次は苔を巻きますよォ！」。こちらも

熱が入ってきました。みなさんが理解して

下さっているかと、頼りない講師は6台のテ

ーブルを歩き回りますが、器用な生徒さん

たちは手際よく苔玉に糸を巻きます。隣の

方と笑い合って実に楽しそう！  

出来上がったそれぞれ個性あふれるシク

ラメンの苔玉を大事に抱えて帰られる皆さ

んに、誰よりも楽しませていただいたのは

私で、心に多大な「ビタミン癒し」を頂い

たのも、この未熟な講師でしたと感謝を申

し上げたかったです。    横大路 精子 

 

  

                

   

 

 

 
 
 
 

会員の皆さん、覚えていますか? 三陸沖地

震が起きたとき、新潟へ福岡みかんを送ろう 

という活動。福岡県古賀市のミカン山にフラ

ンスからやって来た娘さん３人を連れてミ

カン狩りに行きました。あのとき福岡の地元

放送局ＲＫＢラジオの呼びかけを偶然に聞

いた広川市の立山 隆ご夫妻がミカンをくだ

さるようになりました。玄界島へも災害地の

みなさんの癒しになりますようにと、毎年秋

になると私達有志がミカンを頂きに出かけ

ます。カンパして郵送料を受けもっていま

す。今年は「NPO南畑ダム貯水する会」のメ

ンバーで、沖縄県宮古市出身の方がおられ、

その方の同窓生が受け入れ先となり、30家族

に300キロのミカンを送ることができまし

た。園芸福祉ふくおかネットのみなさんのご

支援ありがとうございました。 

北国の皆さんにミカンはとても喜ばれる

そうです。おいしい福岡みかんが皆さんの癒

しになりますように・・「これも園芸福祉」。 

ちなみにアイランドシティ中央公園の園

芸福祉の庭には、ラジオのリスナー・立山さ

んからいただいた皇帝ダリアが植えられて

います。毎年秋から冬の空に向かって咲く、

凛とした大輪の皇帝ダリアに元気と勇気を

もらいます。          角銅 久美子 

 

   

 

東日本災害地東日本災害地東日本災害地東日本災害地へへへへ    

福岡福岡福岡福岡みかんのみかんのみかんのみかんの贈贈贈贈りものりものりものりもの。。。。    

『『『『ビタミンビタミンビタミンビタミン癒癒癒癒しをしをしをしを頂頂頂頂いていていていて』』』』    
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 平成22年度より、福岡県立特別支援学

校の職業教育を改善・充実し、生徒の就業

に対する意欲の向上を図るとともに、その就

労を促進することを目的として「特別支援学

校職業教育支援事業」が行われています。 

この事業は福岡県教育委員会によるもの

で、外部の人材が講師として活用され、私

たち園芸福祉ふくおかネットも、福岡県立

特別支援学校「北九州高等学園」の辻先生

のご紹介で、同学園に行きました。 

当初は「生徒たちにどのように伝えれば

いいのだろう」「理解してもらえるだろうか」。

戸惑いや多少の苦労もありましたが、教師と

して日ごろ生徒たちと接しておられる辻先

生から「生徒の目線に立つこと」を教えてい

ただきました。 

今年度（23年）は、農芸（12回）や工

芸（2回）の授業の中で花壇づくり、苔玉

づくりなどを指導させていただきました。1ク

ラスの生徒数は8～10名ですが、生徒一人

ひとりに合わせた指導が必要とされましたの

で、講師2名では手が足りず、ネットの会員

の方にスタッフとしてサポートしていただき

ました。花や緑など植物がいきいきと育ち

「美しさ」「癒し」など、見る人の心に響いて

こそ、その価値は認められます。 

そのことを生徒のみなさんに理解してもら

い、そのために「少し頑張ること」の大切さも

伝えました。「花がらをうまく摘み取ることが

できた」「苔玉の糸の巻き方が分かった」と

嬉しそうに見せてくれる笑顔がとても素敵で

した。私たちが関わることで、少しでも職業

教育に役立ち、生徒たちから無垢な笑みが

こぼれることを願っています。  黒瀬 恵子 

 

講師として松永 加代子、栗木 トシ子、尾上 フ

サ子、井上 妙子、黒瀬 恵子の5名、スタッフと

して尾上 フサ子、井上 妙子、金澤 美恵子の

3名がサポートさせていただきました。 

            

北九州高北九州高北九州高北九州高等学園等学園等学園等学園のののの学園祭学園祭学園祭学園祭へへへへ    
11月13日（日）山﨑さん、黒瀬さん、金澤

さん、松永の4人で第19回福岡県立特別支援

学校「北九州高等学園」の学園祭へ出かけま

した。午前中の発表、午後は作品販売コーナ

ーを見て、農芸・窯業・木材加工の生徒さん

たちの力作に感動。会場は新鮮野菜や加工

品、工芸品などがあふれんばかりに並び、卒

業生や父兄たち来場者で賑わっていました。

授業で顔見知りになった生徒さんのイキイ

キと輝いた表情に元気をもらいました。次回

もぜひ行きたいですね。   松永 加代子 

 

 
 
九州大学芸術工学・朝廣 和夫教授の課外

授業(環境保全論)として、同学生と行政(福岡

市・南区役所)、ボランティアグループ「園芸福祉

ふくおかネット・有志」、「地域に花を咲かせよう

会」の協働による、大橋駅ロータリー花壇づくり

活動がスタート! 11月29日「景観、植栽、安全

性」のグループに分かれ「西鉄大橋駅前花壇デ

ザインワークショップ」をしました。 

参加者18名はロータリー周辺を見て回った

後、朝廣先生の研究室にて、南区役所企画推

進課・井上 元寛係長から南区のまちづくりつい

て説明を聞き、ロータリー全体のイメージや課

題、花壇のデザインなどについてディスカッショ

ンをしました。除草・土作りなどの整備は「福岡

市公園管理課でしましょう!」と嬉しい提案に感謝

感動! 来年1月10日(火)、チューリップの球根

160球、パンジー、アリッサムなどで大橋の街を

早春のイメージへと演出します。    米倉 治美 

    

               

■ 大学大学大学大学・・・・行政行政行政行政・・・・ボボボボランティアグループランティアグループランティアグループランティアグループ    

協働協働協働協働によるによるによるによる花壇花壇花壇花壇づくりづくりづくりづくり活動活動活動活動スタートスタートスタートスタート!!!!!!!!    
 

職業教育職業教育職業教育職業教育のののの外部講師外部講師外部講師外部講師としてとしてとしてとして    
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 事務局からのお知らせ 
 

会員のみなさまへ逸早い情報をお伝

えするために、あなたのメールアドレ

スの登録をお願いします。 

携帯、パソコンから、件名のところに

ご自分のお名前だけ書いて事務局宛に

送信してくだされば結構です。 

また、事務局からのメールは、ＢCC

で一斉配信しておりますので、返信メ

ールの時は、お名前も一緒にご連絡い

ただけると嬉しいです。 

事務局事務局事務局事務局（（（（黒瀬黒瀬黒瀬黒瀬））））アドレスアドレスアドレスアドレス    

engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jpengeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jpengeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jpengeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp    

 

お知らせ 

「「「「勤勤勤勤マルマルマルマルのののの日日日日」」」」    
企業で働いている方々がボランティア体

験をする「勤マルの日」。今年も市内15のボラ

ンティア団体が11月19・20日の受け入れ予定

でした。しかし、残念なことに19日は雨天に

より中止。 

11月20日(日) 

10:00～12:00園芸 

福祉の庭での「勤 

マルの日」は朝か 

らお天気に恵まれ 

ました。 

市内3つの企業 

から子どもさん連れやご家族連れなど30名

の方々が参加してくださいました。子どもや

高齢者、視覚障がい者などを対象としたテー

マ花壇、竹のドーム花壇の周囲などに球根や

アリッサム、ビオラ、ストック、キンギョソ

ウなど数種類の花苗を植えてもらいました。

作業の後は会場を屋内に移し、ハーブティー

を飲みながら楽しく交流をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年参加された東亜建設工業(東区香椎)の方が 

今年は子どもさん連れで参加されました。 

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

海海海海のののの中道中道中道中道フラワーピクニックフラワーピクニックフラワーピクニックフラワーピクニック    

5555月月月月3333・・・・4444・・・・5555日日日日    こけこけこけこけ玉教室開催玉教室開催玉教室開催玉教室開催    
海の中道フラワーピクニック期間中の5

月3・4・5日（3日間10:00～15:00）、園芸福

祉ふくおかネット「こけ玉教室」の参加を決

定しました。詳細はこれから詰めていきま

す。会員の金崎順子さん(造園・園芸会社

オーナー)の紹介によるものです。 

三人一組となり、こけ玉教室を開きます。

別途、高齢者の方と立ち上げ花壇に花植

えも検討中です。 

● 詳細、参加希望者は山﨑 博子まで 

ご連絡ください。携帯090-9567-2704 

 

平成平成平成平成24242424年度年度年度年度    第第第第9999回回回回    

初級園芸福祉初級園芸福祉初級園芸福祉初級園芸福祉士養士養士養士養成講座開催成講座開催成講座開催成講座開催    
とととと        きききき/2012年5月19日(土)・20日(日) 

6月 2日(土)・ 3日(日) 

ところところところところ/アイランドシティ中央公園内 

ぐりんぐりん(福岡市東区香椎照葉4) 

受講料受講料受講料受講料/36,600円(実習材料・資料含む) 

※ 受講は県外の方もOK! 

会員のみなさまお知り合いの方へご紹介ください。 

● 受付・お問い合わせ先/山﨑 博子 

 

 

 

アイランドシティアイランドシティアイランドシティアイランドシティ中央公園中央公園中央公園中央公園    

「「「「園芸福祉園芸福祉園芸福祉園芸福祉のののの庭庭庭庭」」」」定例会定例会定例会定例会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    
★ 毎月最終日曜日に除草や花の植栽など 

庭の手入れ作業をしています。 

★ 次回は1月29日(日) 10:00～12:00  

作業後「こけ玉の受け皿作り」講座をします。 

みなさまの参加をお待ちしています。 
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◆あなたも活動紹介をしませんか？ 
個人やグループ、学校、地域などで行っている園芸活動をお知らせ 

ください。メールやお手紙に写真を添えてお送りください。 

●●●●送送送送りりりり先先先先／〒／〒／〒／〒810810810810----0033 0033 0033 0033 福岡市中央区小笹福岡市中央区小笹福岡市中央区小笹福岡市中央区小笹1111----9999----25252525    

園芸福祉園芸福祉園芸福祉園芸福祉ふくおかふくおかふくおかふくおかネットネットネットネット事務局事務局事務局事務局    黒瀬黒瀬黒瀬黒瀬    恵子宛恵子宛恵子宛恵子宛    

EEEEメールメールメールメール////engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jpengeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jpengeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jpengeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp    

    

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●園芸福祉ふくおかネット事務局● 

・ ＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬ090－8626－1586(黒瀬） 

・ EEEE----mailmailmailmail    engeifukusi.fukuoka@hya.bbiq.jp  

・ ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ    www.engeifukusi-fukuoka.net 

・ 〒810-0033 福岡市中央区小笹1-9-25 

・ ネット通信 花便り 編集者 米倉 治美 

 

 

 

 

福岡県立特別支援学校「北九州高等学園」 

辻 和広先生 (宗像市在住) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004年（平成16年）福岡県内、開催の第１期生

として「初級園芸福祉士」の資格を取得し、園芸 

会員紹介 

福祉活動をスタートする。その後、2010年「園芸

福祉士」を取得。 

小さい頃は白球ばかり追っているような野球

少年で、20代後半までは花の名前も「バラ」「キ

ク」「ヒマワリ」・・・といったように、植物に関してほ

とんど無知な私でした。 

30歳間近になって精神的に仕事のことで落ち

込んだり、悩んだ時期があり、その時、苔玉や盆

栽に出合いました。翌年から、作業学習の中で

素焼きの鉢や苔玉の受け皿を製作するようにな

りました。学園祭で販売しても植木鉢だけではあ

まり売れず、翌年からは寄せ植えや苔玉にして

販売しました。そこで、さまざまな苔玉、ミニ盆栽

の本などを読み、勉強しました。 

2009年度より、新聞とセメントで作る「魔法の

鉢」をアレンジして「エコ鉢」として、これまでに

様々な形の鉢2,000個以上を製作しました。 

これからの活動としては、自分の経験を活か

し、仕事や人間関係で悩んだり、育児や介護で

疲れているなど、様々なたくさんのストレスをお

持ちの方々を、少しでも花や植物の力で、心が

安らいだり、癒されたりできる製品や、寄せ植え

の作品。一時でも、現実逃避していただいて、

少しでも穏やかな時間を過ごせるような寄せ植

え教室や落ち着ける空間作りなどの園芸福祉活

動を今後、取り組んでいきたいと思っています。 

 

生徒たちにはものづくりを通して、 

ものを作る厳しさや面白さを学んでほしい。 

 

 


